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校長  山本敦士 

現在は、人口減少や少子高齢化、ＩＣＴの急速な発展による社会生活の変化など、これま

でにない、課題の中で生活しています。そのような中、学校教育には、一人ひとりの生徒が、

自分の良さや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値ある存在として尊重し、多様

な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社

会の創り手となることができるようにすることが求められています。 

このことを踏まえ、本校では、小中学校連携教育目標「ふるさとを愛し、自ら学ぶ、たく

ましい児童生徒の育成」を掲げ、小学校入学から中学校卒業までの９年間で子どもたちの学

び育ちを支援しています。特に、本校には、長きにわたり大切にされてきた学園信条があり、

その理念である「仲間を大切にし、心理的安全性の中で、お互いを高め合う」ことを基盤と

しながら、将来への夢や目標に向かって、主体的に学び、社会に貢献できる生徒を育てたい

と考えています。 

本校は、今年度創立７０周年を迎えました。岩国市の中心街に位置する本校は、岩国市の

発展とともに成長を続け、これまで、地域で活躍する多くの人材を輩出してきました。これ

からも、地域に愛され誇りある麻里布中学校であり続けるよう努力して参りますので、どう

ぞ本年度も皆様方の御指導と御協力をよろしくお願い申し上げます。 

＜令和７年度の麻里布中学校＞ 
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小中一貫・地域連携教育目標「ふるさとを愛し、自ら学ぶ、たくましい児童生徒の育成 



 

 

 全校生徒が揃って行われた４月９日の新入生オリエンテーションで、生徒会の新しいスロ

ーガンが発表されました。今年度のスローガンは、『 情熱 ～魅せろ底力～ 』です。 

このスローガンには、「全校生徒が麻里布中学校に対して大きな情熱をもち、底に潜む粘

り強い力を発揮したい。」という思いが込められています。また、底力を「魅せる」には、

「一人ひとりが互いの個性や魅力を大切にし、認め合うことのできる集団でありたい。その

中で自分たちが積み上げてきたものを魅せたい。」という思いが込められています。 

 

４月からの生活の様

子をご紹介します。朝のあいさつ運動

です。毎週月曜日、地域の方々と共にあ

いさつ運動を行っています。元気よく

あいさつが交わされています。給食の配膳時間で

す。当番はきちんと身支度を整えて、手際よく配

膳しています。教室内では、読書をして配膳を待

っています。掃除の様子です。本校では掃除を通

して「自分と向き合う心」「気配りの心」「思いや

りの心」を高めることを目的に無言清掃に取り組

んでいます。床を掃いたり、拭いたりなど、自分の

役割分担をきちんと果たしながらも、他者を気遣い

ながら協力して時間いっぱい掃除をしています。 

 

         

大 会 名 等 結  果 氏 名 

愛鳥週間ポスターコンクール 最優秀賞 柘植 葵香 

こどもまんなか児童福祉月間標語 優良 北田 侑子 

岩国市近郊卓球大会 

下位クラスシングルス２年以下中学女子３位 中原 陽愛 

下位クラスシングルス１年以下中学女子３位 林  咲愛 

下位クラスシングルス２年以下中学男子優勝 大   涼 

下位クラスシングルス２年以下中学男子３位 迫 優太 

下位クラスシングルス１年以下中学男子２位 寺戸 慶悟 

下位クラスシングルス１年以下中学男子３位 嶋田 海斗 

 

美術部員が作成した生徒会スローガン 

令和 7年生徒会スローガン「情熱 ～魅せろ底力～」 

生徒の活躍 

栄光の記録 


